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概要（Executive Summary） 

 

【研究の背景および目的】 

 温暖化対策の一環として、電気自動車（EV）に注目が集まっている。政府は「次世代自

動車・燃料イニシアティブ」において、EV およびその他の次世代自動車の積極的な導入の

ための戦略を示している。本稿では、EV 普及のための補助金政策に着目し、郵便事業会社

が 2009 年度から予定している EV 導入計画に関して、郵便事業会社の採算性と投入される

補助金の妥当性の評価を目的とし、分析を行った。 

 

 

【分析手法】 

 分析で用いた郵便事業会社の EV 導入のシナリオは以下の通り。 

 

 郵便事業会社は将来の EV 普及による EV 価格低下を見込み、EV を段階的に導入。 

 郵便事業会社は保有する小型貨物自動車（トヨタ自動車・アクシオ）1,914 台を年間

239 台ずつ EV（三菱自動車・iMiEV）へ買い換える。 

 小型貨物自動車および EV の耐用年数は 8 年。 

 考慮する事業期間は 16 年。 

 

  本稿では、このシナリオを元に郵便事業会社が電気自動車を導入するケース(EV ケー

ス)とガソリン車を使い続ける場合（GAS ケース）を比較し、走行費用削減効果、CO2 排

出削減効果と車両購入費用増加分を導出した。その導出の方法を以下にまとめた。次に、

便益項目のうち走行費用削減効果と費用項目の車両購入費用増加分を基に、EV 導入時の郵

便事業会社の採算性を分析した。さらに、CO2 排出削減効果と EV 購入時に付与される補

助金額の現在価値とを比較し、補助金額の妥当性を検討した。 

 

表 2 分析に当たって考慮した便益項目及び費用項目 

 

 走行費用削減効果 

（走行費用削減効果）=（GAS ケースの走行費用）－（EV ケースの走行費用） 

 

走行費用削減効果 便益項目 

CO2 排出削減効果 

費用項目 車両購入費用増加分 
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 CO2 排出削減効果 

（CO2 排出削減効果）=（GAS ケースの CO2 外部費用）－（EV ケースの CO2 外部費用） 

 

 車両購入費用増加分 

（車両購入費用増加分）=（EV ケースの車両購入価格）－（GAS ケースの車両購入価格） 

 

 

【結果】 

EV 導入時の郵便事業会社の採算性は、車両購入費用の増加分が走行費用削減効果を大幅

に上回り、14 億 2,089 万円の赤字となった（ここでの赤字額は、GAS ケースを基準として

算出したものである）。また、CO2 価格、ガソリン価格、および割引率の変動を計算に含め

ると、11 億 3,241 万円～16 億 7,569 万円の赤字となった。また、EV 購入時に付与される

補助金額は、EV 導入による CO2 排出削減効果を大幅に下回っており、現在の補助金額は

CO2 排出削減便益だけでは正当化できない。したがって、現在の補助金政策における、EV

一台あたりの補助金額は過剰である可能性が高い。 

 

 

【提言】 

 本研究では、現在の EV 購入に対する補助金額が妥当性を欠くことを示した。一方で、

EV 普及政策には本稿では考慮していない他の便益も含まれる可能性がある。例えば、政府

は『次世代自動車・燃料イニシアティブ とりまとめ』の中で、次世代自動車が普及する

ことの便益として、①石油依存体質からの脱却、②地球温暖化問題、の二点を明示してい

る。他にも、先進的技術開発による比較優位の獲得や、外交的地位の獲得といった要素も

普及の便益として考えられる。定量化することが困難なこれらの便益を計算に含めると、

EV 購入補助金額の妥当性について異なる結論が得られる可能性もある。 

 しかしながら、いずれにしても現在の政府の補助金額の決定プロセスは不透明であり、

改善の必要がある。政府は、考えられる便益および費用を定量的に評価した上で、効率的

な補助金政策を行っていくべきであると言える。 
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1. 序 

 
 背景 

昨今、地球温暖化問題が叫ばれて久しいが、京都議定書締結後もその具体的解決の方向

性は不明瞭なままである。そのような状況の中、郵便事業会社が、所有するガソリン自動

車（以下、ガソリン車）を電気自動車（以下、EV）に切り替えていくことが報じられた。

それ以降、他の企業も同様の切り替えを検討し始め、EV が日本における温暖化対策の一つ

として、注目を集めている。 

現在、EV 購入の際には、国から一定額の補助金が支給されている。その目的は、ガソリ

ン車に比べ CO2 排出量が約 3 分の 1 に抑えられる EV を普及させることであるが、経済産

業省が定めている現在の補助金額は、定量的な分析に基づいたものではなく、その妥当性

には疑問の余地がある。今後本格的に EV の普及が加速し、補助金の利用も増えていく中、

補助金額の妥当性についての再検討が必要と考えられる。 

 

 研究目的と用いた手法 

 本稿の目的は、EV 購入に当たって支給される補助金額の妥当性を検討することである。 

検討に当たっては、郵便事業会社の EV 購入計画に着目したケーススタディを行った。具

体的には、以下のステップに沿って検討を行った。 

（1）電気自動車市場と補助金の現状分析 

（2）郵便事業会社の EV 購入計画に関する採算分析 

（3）CO2 排出削減効果の貨幣価値換算と補助金額の比較 

（4）補助金の妥当性の検討 

 

 本稿の構成 

第 2 章では EV 及び EV 普及に向けた補助金政策の概要について述べた。これまでの EV

の販売状況と今後の販売見通しについて触れた上で、EV 普及の障壁となっている 2 つの問

題点について言及した。また、政府や地方自治体によって行われている EV 普及に向けた補

助金政策の内容についても明らかにした。第 3 章では本稿で行った分析手法の概要を述べ

た。まず、今回分析の対象として選定した郵便事業会社の EV 導入計画について説明し、分

析に先立って必要な仮定を置いた。そして、算出する便益及び費用項目を特定し、具体的

な値の算出方法について説明した。第 4 章では分析に用いたデータとその根拠を示し、分

析結果を示した。第 5 章では、ガソリン価格と CO2 価格を変化させた最善最悪ケース分析

と割引率 2%及び 6%のケース分析に基づく感度分析の結果を示した。そして、最後に本稿

で行った分析に基づく結論及び考察と、今後の課題について述べた。 
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2. EV 及び補助金の概要 

 

2.1. EV 市場 

 概要 

従来、EV はベンチャー企業によって小規模に販売されていたのみで、大規模に市場に出

回ることはなかった。日本で言えば、タケオカ自動車工芸が有名であるが、日本における

EV 等保有台数は平成 19 年の時点で、乗用車が普通、小型合わせて 293 台、軽自動車が乗

用、商用合わせて 196 台である。乗用車の生産台数を見ると、平成 15 年から 19 年にかけ

ては全く生産されておらず、軽自動車の生産台数も平成 19 年において 20 台に過ぎない1。

これらのことから、現在の EV 市場が極めて小さいことが分かる。 

しかしながら、昨今の地球環境問題に対する意識の高まりを受けて、大手自動車メーカ

ーが次々に EV 市場への本格的な参入を計画している。また、EV は、景気の悪化による自

動車販売の低迷を打開する新たな取組みとしても各社の注目を集めている。三菱自動車や

富士重工業をはじめとして、トヨタや日産、さらには欧米の自動車メーカーも次々に EV 市

場への本格的な参入を計画しており、2009 年が EV 元年となることが期待されている。 

 

 今後の販売が予定されている EV 

 ここでは、販売計画が最も明らかになっている三菱自動車の「iMiEV（アイミーブ）」と

富士重工業の「スバル プラグイン ステラ コンセプト」を取り挙げ、詳細を述べる。 

現在もっとも販売が現実視されている EV は、三菱自動車のガソリン車「i（アイ）」をベ

ースとして作られた「iMiEV」である。2009 年 2 月 4 日の三菱自動車のプレスリリースに

よると、2009 年の夏にも国内市場への投入が計画されており、価格は政府からの補助金を

含めて 300 万円以下が目標とされている。また、2010 年以降は海外市場への投入も予定さ

れている。また、2010 年には、富士重工業が「スバル プラグイン ステラ コンセプト」の

販売を目指している。同社は 2006 年 6 月から東京電力と共同で業務用 EV「スバル R1e」

の実用試験を行ってきた。実用実験においては、40 台の「スバル R1e」を、東京電力や神

奈川県の業務用車両として実際の交通環境の中で使用し、車両開発に活用するための走行

データを収集している2。これまで磨いてきた「スバル R1e」の技術を市販向けに「スバル 

ステラ」に移植したものが「スバル プラグイン ステラ コンセプト」であり、「iMiEV」

に次いで発売が現実視されている。 

 

 

                                                      
1 参考）「財団法人日本自動車研究所」ウェブページ 
2 参考）「富士重工業」ウェブページ 
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2.2. EV 普及の課題と政策 

 課題 

EV 普及に際しては、大きく二つの課題があるとされている。一つ目は、購入費用が高い

ことである。これまでの研究開発にかかった費用を回収するためにも、販売開始後初期の

段階では、どうしても原価にそれまでの研究開発費を上乗せした価格で販売せざるを得な

い。しかしながら、一定数の販売に成功すれば、一台あたりの開発費を低く抑えることが

できるため、価格低下につなげることができると考えられる。二つ目は、EV 普及のために

不可欠なインフラである急速充電設備が整備されていないことである。EV はこれまでほと

んど販売されてこなかったため、現在のところ、ガソリン車で言うガソリンスタンドに相

当するようなインフラ設備が存在しない。出先で充電できる施設がない限り、長距離の移

動に際して不都合が生じるため、EV がガソリン車を代替することは難しいと考えられる。

「iMiEV」の場合、一充電当たりの走行距離は 160ｋｍであり、移動距離がこの圏内に限ら

れてしまうという問題点が指摘されている。これに対して、東京電力は首都圏で大学やシ

ョッピングセンター等に協力を求め、2009 年度中に最大 200 ヶ所、三ヵ年で 1000 ヶ所に

急速充電設備を設置することを計画している3。昭和シェル石油は神奈川県内の自社のガソ

リンスタンドに EV 用の急速充電器を設置することを計画しており4、また米国の充電イン

フラ設置会社の Better Place 社は日本法人を設置し、事業を開始することを計画している5。

また 2008 年 1 月から 3 月にかけての東京電力とパーク 24 の実証実験においては、時間貸

駐車場「タイムズ」に 100 ボルト及び 200 ボルトの電源コンセントを設置することを試み

た。このように、様々なアクターがインフラ設備への取り組みを計画しており、EV が本格

的に導入され始めれば、十分なインフラ設備が整うことも考えられる。 

 
 EV 購入補助金政策 

現在、EV の購入に対しては、電動車両普及センターが経済産業省からの補助事業を通し

て、「クリーンエネルギー自動車等導入促進対策費補助金」として、補助金を与えている。

その目的は、二酸化炭素排出量削減のために、EV 等クリーンエネルギー自動車の普及を促

すことである。これによると、軽四輪の EV の購入に与えられる補助金額は、以下のように

表される6。 

（補助金額）=（基準額）×（補助率（1/2））×（減額係数（0.97）） 

ここでの基準額とは、EV とそのベース車両との価格差である。ベース車両は EV と同等の

ガソリン車両となるのが一般的であるが、EV とベース車両との価格差を基に公平性を考慮

した上で車種区分ごとに設定されることとなっている。なお、この計算式に基づいて算出

された補助金額がベース車両の価格を上回った場合には、ベース車両の価格が補助金の上

                                                      
3 参考）日本経済新聞 2008 年 8 月 8 日付朝刊 
4 参考）「昭和シェル石油株式会社」ウェブページ 
5 参考）「Better Place」ウェブページ 
6 参考）「有限責任中間法人電動車両普及センター」ウェブページ 



 

 7

限額となる。 

 また、この他にも自治体単位の補助金もあり、例えば神奈川県であれば、国からの補助

金の半額が更に上乗せされることに加えて、自動車所得税及び自動車税が 90%減額される7。

東京都の場合は、中小事業者を対象に基準額の 4 分の 1 の額の補助金が上乗せされる8。ま

た一般の個人も含めて、平成 21 年度から 5 年間、自動車税及び自動車取得税は免除にされ

る見込みである9。 

 

 

3. 分析手法 

 

本稿では、郵便事業会社の EV 購入計画を分析対象とした。郵便事業会社は、多くの自動

車を保有していると共に、全国的なネットワークを持つ。そのため、郵便事業会社の EV 購

入計画は、陸運業界に対して大きな影響を与えると考えられる。そこで、郵便事業会社の

EV 購入計画を分析対象として設定し、その分析を通して補助金の妥当性の検討を行うこと

とした。 

 
3.1. 郵便事業会社の EV 導入計画 

 2008 年 6 月 2 日、日経新聞朝刊において、郵便事業会社が今年度から所有するすべての

自動車（約 2 万 1,000 台）を EV に切り替えていくことが報じられた。しかし、計画の詳

細については、未だ不明確な部分が多かった。 

 そこで私たちは、郵便事業会社へのヒアリング調査を行い、それに基づいて郵便事業会

社の EV 導入計画に関して以下の仮定を置いた。 

 

 保有する小型貨物自動車 1,914 台を EV に買い換えると仮定する。 

（ヒアリング調査によると、報道の内容とは異なり、当面は現在 1,914 台存在する小

型貨物自動車のみを EV に切り替えていくとのことである（表 1）。） 

 EV への買い替えは、8 年ごとに行われると仮定する。 

 EV への買い替えは、年間 239 台ずつ、段階的に行われると仮定する。 

（1,914 台のうち毎年 8 分の 1 ずつ買い換えられるとすると、毎年 239 台ずつ買い換

えられることになる。） 

 

 

                                                      
7 参考）「神奈川県」ウェブページ 
8 参考）東京新聞 2009 年 1 月 8 日付朝刊 
9 「自動車税 info」ウェブページ 
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表 1 郵便事業会社の車両保有台数10 

小型貨物自動車 1,914 台 

軽自動四輪車 22,070 台 

自動二輪車（原付を含む） 89,346 台 

自動車（繁忙用を除く） 9,667 台 

 

3.2. 分析項目 

今回の、郵便事業会社がガソリン車から EV に切り替える計画において考慮すべき便益項

目及び費用項目を表 2 にまとめた。なお、本稿での分析においては、急速充電設備に関す

る費用は考慮しないこととする。何故なら、郵便事業会社の営業車は、連続的に長距離を

走行することがほとんど無いからである。昼間走行した分、夜間通常の電源を用いて充電

すれば良いため、急速充電設備は必要ないと考えられる。 

 

 

表 2 分析に当たって考慮した便益項目及び費用項目 

走行費用削減効果 便益項目 

CO2 排出削減効果 

費用項目 車両購入費用の増加分 

 

3.3. 分析の枠組み 

 分析に当たっては、郵便事業会社が取り得る 2 つの車両購入ケースを想定することとし

た。それらを比較することで、表 2 に述べた便益及び費用項目の具体的値を算出した。2 つ

のケース及び便益及び費用項目の算出方法を以下に示す。 

 郵便事業会社の採算性については、走行費用削減効果から車両購入価格の増加分を引い

た値を用いて検討を行った。補助金額の妥当性については、CO2 排出削減効果と補助金額

を比較して検討を行った。 

【GAS ケース】郵便事業会社が EV を導入せず、ガソリン車を利用し続けるケース 

【EV ケース】郵便事業会社が、補助金を利用しながら EV を購入し、利用するケース 

 

 走行費用削減効果 

（走行費用削減効果）=（GAS ケースの走行費用11）－（EV ケースの走行費用12） 

                                                      
10 参考）「郵便事業会社」ウェブページ 
11 （GAS ケースの走行費用）=（一台当たり年間総燃料使用量）×（ガソリン車台数）×（ガソ

リン価格）。ここで、（一台当たり年間総燃料使用量）=（一台当たり年間走行距離）÷（1L 当

たり走行距離）。 
12 （EV ケースの走行費用）=（1km 走行当たり電気代）×（一台当たり年間総走行距離）×（EV
台数）。ここで、（1km 走行当たり電気代）=（1kWh 当たり電気代）÷（1kWh 当たり走行距離）。
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 CO2 排出削減効果 

（CO2 排出削減効果） 

= ｛（GAS ケースの CO2 排出量）－（EV ケースの CO2 排出量）｝×（CO2 価格） 

 

 車両購入費用の増加分 

（車両購入費用の増加分）=（EV ケースの車両購入価格）－（GAS ケースの車両購入価格） 

 
3.4. 使用したデータ 

 分析に際して用いたデータを下の枠線内に示す。また、それぞれのデータの出所及び根

拠も以下に記した。 

 

 

(i) 郵便事業会社へのヒアリングによると、EV に置き換えられる予定の営業車は特定の

車種ではなく、「クラウンからカローラまで」様々であるとのことである。ここでは、

ガソリン車をトヨタ自動車の「カローラ アクシオ」であると仮定した。また、価格

は 144 万円で 16 年間一定と仮定した。 

(ii) ヒアリングにより、分析には「iMiEV」のデータを用いる。価格は当初 408 万円で、

徐々に低減し、16 年後には 251 万円になると仮定した（分析の詳細については、付

録の第 1 節を参照）。 

(iii) 「カローラ アクシオ」、2008 年発売モデルのもの13。 

                                                                                                                                                            
さらに、（1kWh 当たり走行距離）=（一充電当たり走行距離）÷（一充電の総電力量）。 
13 参考）「トヨタ自動車株式会社」ウェブページ 

(i) ガソリン車: トヨタ「カローラ アクシオ」（144 万円） 

(ii) EV: 三菱自動車「iMiEV」（251-408 万円） 

(iii) ガソリン車の燃費: 18.2km/L 

(iv) EV の燃費: 10km/kwh 

(v) ガソリン価格: 118.61 円 

(vi) 電気料金: 9.2 円/kwh 

(vii) ガソリン車の CO2 排出原単位: 0.128kg/km 

(viii) EV の CO2 排出原単位: 0.181-0.263kg/kWh 

(ix) CO2 価格: 8,182 円/t-CO2 

(x) 割引率: 4% 

(xi) 分析期間: 16 年 



 

 10

(iv) 2009 年 2 月 6 日に、三菱自動車から東京電力に引き渡された実証走行試験用「iMiEV」

のもの14。 

(v) 2002 年から 2007 年までの月次一般小売価格の平均値。 

(vi) 東京電力の「電気需給約款[特定規模需要（高圧）]15」を参照し、9.2 円/kwh と設定

した。 

(vii) 「カローラ アクシオ」2008 年発売モデルのもの16。 

(viii) EV の CO2 排出原単位は、当初 0.263kg/kWh で、徐々に低減し、16 年後には

0.181kg/kWh になると仮定した（分析の詳細については、付録の第二節を参照）。 

(ix) 金本・蓮池・藤原(2006)第 4 章で用いられている、30,000 円/t-C を二酸化炭素トン

に換算17。 

(x) 割引率は、公共事業評価において一般的に用いられている 4%に設定した18。 

(xi) 分析期間は、8 年ごとに車両が更新されていくことを考慮し、16 年とした。16 年の

うちに、一度全ての車両が EV となり、さらに再度買い替えが行われることとなる。

また、この期間設定は、CO2 排出削減効果を見るに当たって短くもなく、また一方で、

補助金政策の持続性等を考慮しても長すぎない期間であると考えられる。 

 

 

4. 分析結果 

 

分析結果を表3に示す。郵便事業会社がEV導入計画を行った場合の赤字額は、14億2,089

万円となった（ここでの赤字額は、GAS ケースを基準として算出したものである）。また、

CO2 排出削減効果が 1 億 1,125 万円であるのに対して、補助金額は 26 億 829 万円となっ

た。 

 

表 3 分析結果 

走行費用削減効果 6 億 9,955 万円 便益項目 

CO2 排出削減効果 1 億 1,125 万円 

費用項目 車両購入価格の増加分 －47 億 2,874 万円 

補助金額 26 億 829 万円 

郵便事業会社の純便益 －14 億 2,089 万円 

                                                      
14 参考）「三菱自動車工業株式会社」ウェブページ 
15 参考）「東京電力株式会社」ウェブページ 
16 参考）「トヨタ自動車株式会社」ウェブページ 
17 参考）金本良嗣・蓮池勝人・藤原徹『政策評価ミクロモデル』東洋経済新報社，(2006) 
18 参考）「国土交通省」ウェブページ 



 

 11

5. 感度分析 

 
5.1. 最善最悪ケース分析 

感度分析として、最善最悪ケース分析を行った。分析に際して、ガソリン価格と CO2 価

格を変化させ、「ガソリン価格上位・CO2 価格上位」を最善ケース、「ガソリン価格下位・

CO2 価格下位」を最悪ケースとした。なお、ガソリン価格と CO2 価格の上・中・下位価格

は以下のように設定した。ガソリン価格の下位値と上位値は 2002 年から 2007 年までの月

次一般小売価格のなかの最低値、最高値を用いた。CO2 価格の下位値と上位値は、金本・

蓮池・藤原(2006)を参照して設定した。 

分析結果を、表 4 に示す。最善ケースにおいては郵便事業会社の赤字は 2 億 5,677 万円

減少し、最悪ケースにおいては 1 億 4,840 万円増加していることが分かる。しかしながら、

いずれのケースにおいても、依然として大きな赤字額であるという点に変化はない。また、

いずれのケースにおいても、CO2 排出削減効果よりも補助金額の方が遥かに大きく、補助

金額の正当化は難しい。 

 

 ガソリン価格･･･上位: 156 円、中位: 119 円、下位: 97 円 

 CO2 価格･･･上位: 13,636 円、中位: 8,182 円、下位: 1,364 円 

 

 

表 4 最善最悪ケース分析の結果 

 
郵便事業会社の採算 

補助金額の余分額 

(補助金額－CO2 排出コスト削減額) 

通常ケース －14 億 2,089 万円 24 億 9,704 万円 

最善ケース －11 億 6,412 万円 24 億 2,288 万円 

最悪ケース －15 億 6,930 万円 25 億 8,975 万円 

 

 

5.2. 割引率が 2%及び 6%の場合の分析結果 

 次に、割引率を変化させた場合に、郵便事業会社の採算及び補助金額の妥当性がどのよう

に変化するかを分析した。割引率を 2%とした時の結果を表 5 に、割引率を 6%とした時の

結果を表 6 に示した。これらと表 4 から、通常ケースであれば、割引率が 2%の場合 15 億

4 万円の赤字、4%の場合 14 億 2,089 万円の赤字、6%の場合 13 億 5,178 万円の赤字となる

ことが分かる。最善ケースであれば、割引率が 2%の場合 11 億 9,714 万円の赤字、4%の場

合 11 億 6,412 万円の赤字、6%の場合 11 億 3,241 万円の赤字となる。最悪ケースであれば、

割引率が 2%の場合 16 億 7,569 万円の赤字、4%の場合 15 億 6,930 万円の赤字、6%の場合
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14 億 7,857 万円の赤字となる。以上の結果のように、いずれのケース、いずれの割引率を

組み合わせたとしても、郵便事業会社にとって採算がとれないという結果に変化はない。 

 また、表からはいずれのケースにおいても、割引率を高く設定するほど、補助金額の余

分額は少なくなっていることがわかる。しかしながら、これは補助金の額が CO2 排出削減

効果よりも極端に大きく、割引率が高いほど現在価値で見た補助金額が少なくなるためで

ある。したがって、われわれの分析結果からは、割引率が高ければ補助金額の妥当性が高

まるともいえない。 

 

 

表 5 割引率を 2%とした場合の分析結果 

 郵便事業会社の採算 補助金額の余分額 

通常ケース －15 億 4 万円 28 億 1,006 万円 

最善ケース －11 億 9,714 万円 27 億 2,396 万円 

最悪ケース －16 億 7,569 万円 29 億 2,126 万円 

 
表 6 割引率を 6%とした場合の分析結果 

 郵便事業会社の採算 補助金額の妥当性 

通常ケース －13 億 5,178 万円 22 億 3,776 万円 

最善ケース －11 億 3,241 万円 21 億 7,573 万円 

最悪ケース －14 億 7,857 万円 23 億 1815 万円 

 

 

6. 結論及び考察と今後の課題 

 
6.1. 結論 

1. EV 導入計画によって、郵便事業会社は 11 億 3,241 万円～16 億 7,569 万円の赤字とな

ることが分かった。 

 

2. 郵便事業会社の EV 導入計画における補助金支給額は、CO2 排出削減効果に比べて過大

であり、我々の分析では、補助金は妥当性を欠くということが分かった。 

 

よって、電気自動車購入時の補助金額を理論的に正当化することは大変困難である。 

 

6.2. 考察 

 以上の分析の結果、郵便事業会社の EV 導入計画は赤字となることが分かった。割引率を
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4%とおき、ガソリン価格、CO2 価格ともに中位と仮定した通常ケースにおいては、14 億

2,089 万円の赤字となり、また、割引率を 6%と仮定し、ガソリン価格、CO2 価格ともに上

位と仮定した最善ケースにおいても、11 億 3,241 万円の赤字となる。 

分析の結果から判断すると、郵便事業会社は計画を実行すべきではない。しかしながら、

環境負荷の低い EV の導入は、企業の広告活動として有効であり、経営者はそれを考慮して

今回の導入に踏み出した可能性も考えうる。 

 次に、CO2 排出削減効果が 1 億 1,125 万円であるのに対して、補助金額が 26 億 829 万

円であるという結果は、補助金が過大に支給されていることを示唆している。何故なら、

経済理論によると、補助金は、外部経済（ここでは CO2 排出削減効果のみと仮定）の分だ

け支給されることが社会厚生上最も望ましいとされるからである。しかしながら、EV は現

在のところ、普及の初期段階にあるため、この補助金によって企業の生産台数が増加し、

一台当たりの価格低下につながる可能性がある。このことは、EV の更なる普及につながり、

新たな CO2 排出削減効果を生む可能性がある。国が EV を、温暖化対策の解決のための大

きな柱として考えているとすると、補助金が過大であると一概に断ずることはできないか

もしれない。 

 

6.3. 今後の課題 

今後の課題としては、 

1. EV 購入補助金による需要・供給量の増大が他産業にもたらすスピルオーバー効果に

ついての適切な評価 

2. EV 普及がもたらす石油系燃料への依存度低減の社会的便益評価 

 3. EV 需要関数の推定による、電気自動車購入補助金のより精緻な費用便益分析 

が残る。 

 EV の市場がある程度確立されれば、EV 要曲線の推定が可能になる。したがって、今後

は費用便益分析によって EV 政策の効果をより精緻に評価しなければならない。2007 年に

安倍晋三首相（当時）が提案した「美しい星 50」における低炭素社会への動きは、今後ま

すます激しいものとなることが予想される。上記の課題に対応した包括的な政策評価を行

うことで、社会的に最適かつ合理的な EV 補助金額を決定する必要がある。 
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付録 

 

I. EV 車体価格の将来予測 

 当初の「iMiEV」の車両価格は、408 万円である。まず、これを蓄電池部分（208 万円）

とそれ以外の部分（200 万円）に分けて考えた。搭載する蓄電池部分については、経済産業

省が想定するシナリオに沿って価格が下落していくと仮定する。また、それ以外の部分の

価格を一定と仮定する。これらの仮定から、分析期間における「iMiEV」の車体価格を予

測した。この予測によると、当初は 408 万円である車体価格は、2024 年時点で 215 万円ま

で低下する（図 1）。 
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図 1 「iMiEV」車体価格推移の将来予測 

 

 

II. EV の CO2 排出原単位の将来予測 

 郵便事業会社の EV は、深夜電力を用いて充電を行う。そのため、EV の CO2 排出原単

位を考える際には、深夜発電19における電源構成を考えなければならない。そこで、政府が

発表しているシナリオ20を基に将来の電源構成の変化を考え、「iMiEV」の CO2 排出原単位

の推移を予測した。この予測によると、当初は 0.263kg/kWh である CO2 排出原単位は、

2024 年時点で 0.181kg/kW まで低下する（図 2）。 

 

                                                      
19 深夜時間の電源構成は、資源エネルギー庁の「エネルギー白書」の「夏季一日の電気の使わ

れ方」のデータを用いて算出。 
20 電気事業連合会「電源別発電電力量の実績及び見通し」 
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最善ケース（CO2 価格、ガソリン価格ともに上位、割引率 4%） 
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最悪ケース（CO2 価格、ガソリン価格ともに下位、割引率 4%） 
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IV. 結果に関する図 
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図 3 郵便事業会社の費用と便益 
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図 4 補助金額と CO2 排出費用削減分 
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